
（別紙３）

～ R7年　3月　30日

（対象者数）
19名

（回答者数）
10名

～ R7年　3月　30日

（対象者数）
6名

（回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者様と連絡を取り合いながら、保護者様同士の交流会

やペアレントトレーニングの希望や要望のご意見を定期的に

聞く

2
・自己評価で開示した内容やSNSで発信した情報などについ

て保護者様からフィードバックをマメにもらうよう努めたい

3 ・幼稚園や地域の子供たちと関わる機会を定期的に設ける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・あらゆる情報やルートなどを駆使して、つながれるよう努

力する

2
・自立支援協議会の児童部会を作ってもらうよう地域の関係

機関に要望する

3

○事業所名 スカイ・ジェミニ

○保護者評価実施期間
R7年　2月　14日

○保護者評価有効回答数

R7年　3月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の子育て支援プラザや放課後児童クラブなどの地域の集

まりとつながれていない
・地域の連携機関などの情報を集める

・自立支援協議会の児童部会がないため参加できない
・自立支援協議会の児童部会がない代わりに大阪市障がい者施

設連絡協議会の障害児部会に参加している

・連絡帳やLINEなどでご利用者様の日々のご様子を保護者様

と密に連絡している

・子供たち独自のコミュニケーションで1人1人の子供たちに

合わせて支援することができる

・子供たちが作った作品や事業所での様子を定期的にLINEで

保護者様へ写真を送っている

・子供たちの特性や好きなものを知って積極的に支援に取り入

れている

毎日SNSを更新し事業所で行った遊びや工作、イベントなどを

発信している

・子供たちのお誕生日会、夏祭り、クリスマス会など季節の行

事を行っている

・子供たち同士の仲が良い

・子供たちが不適切な行動をしても、怒るのではなくどうして

それをしたのか子供たちの意見や考えを聞いて対応している

・学校や人間関係、進学などの悩みや不安がある中高生に対し

て別室で心理支援を行っている

・子どもたち同士の会話や遊び、繋がりを大切にしている。

ケンカをしたときは、支援員がお互いの気持ちを聞きながら、

気持ちを言う練習をしている

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


